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平成１９年４月２５日 

各  位 
                         
                                           会 社 名 日本電産株式会社 
                      代表者名 代表取締役社長 永守 重信 
                      取 引 所 東証一部・大証一部（６５９４） 
 ＮＹＳＥ（ＮＪ） 
                      問合せ先 広報宣伝部長 田村 徳雄 
                      Ｔ Ｅ Ｌ （０７５）９３５－６１５０ 
 
 

当社子会社の平成 19 年 3 月期業績予想の修正に関するお知らせ 
（日本電産コパル株式会社） 

 
 

 

 当社子会社である日本電産コパル株式会社は、平成 18 年 10 月 27 日の中間決算発表時に

公表した平成 19 年 3 月期（平成 18 年 4 月 1日～平成 19 年 3 月 31 日）の通期業績予想を

別紙のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
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平成 19 年 4 月 25 日 

各   位 
 
                                 会 社 名        日 本 電 産 コ パ ル 株 式 会 社 
                                 代表者名    代表取締役社長     井 澤   茂 
                                （コード番号 ７７５６            東 証 第 1 部） 
                                 問合せ先    常務取締役管理部門統括 米 田 敬 智 
                                          ＴＥＬ   03－3965－1111（大代表） 
 
                                当社の親会社 日 本 電 産 株 式 会 社               
                                代表者名    代表取締役社長    永 守 重 信 
                               （コード番号  ６５９４    東証・大証第 1 部  ） 

 

平成 19 年 3 月期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

  平成 18 年 10 月 27 日の中間決算発表時に公表した平成 19 年 3 月期（平成 18 年 4 月 1

日～平成 19 年 3 月 31 日）の通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせ

いたします。 
 

記 

 
1．平成 19 年 3 月期の通期連結業績予想の修正（平成 18 年 4月 1日～平成 19 年 3 月 31 日） 

                              (単位：百万円、％) 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益

前回発表予想（Ａ） 
（平成 18 年 10 月 27 日発表） 

 

       75,000

 

     5,600

 

       5,700 3,300

   

  今回修正予想（Ｂ） 

        

       84,012

 

5,827

        

       6,076 

       

 4,304

   

  増 減 額（Ｂ－Ａ） 

 

       9,012

 

227

 

       376 

 

      1,004

 

  増   減   率（％） 

 

        12.0

 

         4.1

 

     6.6 

 

       30.4

（ご参考） 
 前期実績（平成 18 年 3月期） 

 

       63,094

 

        5,006

 

       5,355 

 

      2,660

 

修正理由（連結） 

当期は中間期に上方修正の発表を行い、その後計画どおりと見込んでおりましたが、

デジタルカメラや携帯電話市場が引続き好調で、当社の一眼レフ用を含むカメラ用シャ

ッターや金属外装および携帯電話用シャッター・レンズは想定をかなり上回るペースで

推移しました。また、液晶バックライトも新製品投入が奏功し、売上高を伸ばしました。 

利益の面につきましては、新製品の立上げに手こずったものの、増収効果に加え、保

有投資有価証券の売却益も寄与し、連結当期純利益は大幅に増加しました。 

これにより、前回公表した連結の売上高、経常利益、当期純利益の通期業績予想を上

方修正いたします。 
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2．平成 19 年 3 月期の通期個別業績予想の修正（平成 18 年 4月 1日～平成 19 年 3 月 31 日） 

                                                             (単位：百万円、％) 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益

前回発表予想（Ａ） 
（平成 18 年 10 月 27 日発表） 

 

       64,000

 

    2,600

 

       2,700 

 

    1,600

   

  今回修正予想（Ｂ） 

        

       71,468

 

    4,056

        

       4,636 

 

     3,086

   

  増 減 額（Ｂ－Ａ） 

 

       7,468

 

    1,456

 

     1,936 

 

      1,486

 

  増   減   率（％） 

 

        11.7

 

     56.0

 

       71.7 

 

       92.9

（ご参考） 
 前期実績（平成 18 年 3月期） 

 

       55,384

 

2,524

 

       3,588 

 

      1,679

 

修正理由（個別） 

当期は中間期に上方修正の発表を行い、その後計画どおりと見込んでおりましたが、

デジタルカメラや携帯電話市場が引続き好調で、当社の一眼レフ用を含むカメラ用シャ

ッターや金属外装および携帯電話用シャッター・レンズは想定をかなり上回るペースで

推移しました。 

     利益の面につきましては、増収効果に加え円安の影響や保有投資有価証券の売却益が

寄与したこと、また、全社を挙げて原価の低減、諸経費の削減に努めました結果、単独

の売上高、経常利益、当期純利益が前回公表の業績予想を上回りましたので、通期業績

予想を上方修正いたします。 

 

 

          以  上 


